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世界に希望を生み出そう 

 

四つのテスト 

Ⅰ真実かどうか 

Ⅱみんなに公平か 

Ⅲ好意と友情を深めるか 

Ⅳみんなのためになるかどうか 

THE ROTARY CLUB OF TAKATSUKI  国際ロータリー 第２６６０地区 

事務所 〒569-1116 高槻市白梅町 4-1 高槻阪急 6 階 

    TEL 072-683-1158  FAX 072-683-1174 

    URL  http://www.takatsukirc.org/ 

    E-mail takatsuki.rc@bird.ocn.ne.jp 

例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

例会場 高槻阪急 6 階 多目的ホール TEL 072-684-5379 

創 立 1954 年 6 月 15 日 

会長 河合一人 幹事 松下浩章 クラブ運営委員長 内本繁 会報担当副委員長 小阪大輔 
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高槻ロータリークラブ 

 

  
 
◎ ソング・・・我等の生業 
◎ 卓話  丹野 亮君 

「 最近の税理士事情 」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3337 回 本日（10/18）の例会 

 

 
 

移動例会 

（於：大阪城西の丸庭園 大阪迎賓館） 

18：00～ 
 

◎ ソング・・・日も風も星も 

◎ 例会後の行事 
   秋の親睦会  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3338 回 次週（10/25）の例会 

会員数 出席者数 出席率 

46 名 35 名 77.78 ％ 

前々回例会補正後出席率  91.11 ％ 

但し、 Mup 0 名   欠席者 4 名 

出席規定摘用免除有資格者 1 名 

 

 

 

 

 

 

◎ゲスト                    計 3 名 
 

国際ロータリー第 2660 地区   
ガバナー   延原 健二様（大阪大淀 RC）  
地区常任幹事 北井 雄大様（大阪平野 RC） 
地区常任幹事 木田 昌宏様（吹田西 RC） 

 
◎出席報告 

先週（10/11）の例会から 

10 月は地域社会の経済発展月間/米山月間 

◎会長の時間 

 
国際的組織であるロータリーでは、多様性の価値が重要
視されており、それぞれのクラブが、会員基盤を多様化
する事に力を入れています。 
現在、ロータリーの最優先事項の一つに、会員基盤の成
長と多様化を図り、私達が奉仕する地域社会を反映した
会員基盤を築き、全ての文化、経験、アイデンティティ
を受入れる事が、掲げられています。 
この目標を実現する為、ロータリーは、「多様性・公平
さ・インクルージョン（DEI）」に関する声明を採択して
います。 
クラブは、地域社会の人々の職業、ジェンダー、年齢、
民族性を反映する様々な会員を迎える事で、多様化を図
る事が奨励されています。 
様々な経験や考え方を持つ会員基盤のクラブは、地元地
域が抱える課題とその解決策を、より幅広い視点で捉え
る事が出来るからです。 
 
さて、ダイバーシティ＝多様性が持つ概念ですが、人種・
性別・宗教・価値観等、異なる属性を持った人達が、組
織や集団に於いて、共存している状態を示しています。 
 
 
 
 
 
 

 
◎9 月度皆出席表彰 

 

石田 佳弘君     通算  11 年 

河合 一人君     通算  11 年 

江澤  由君     連続 3 年 

山田 裕介君     連続 1 年 

 

 
◎米山功労者表彰 

 
西田 直弘君   第 10 回米山功労者 
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実はこの概念が重視され、注目を集める契機となったの
は、1950 年代～60 年代にかけて、アメリカで盛り上が
った「アフリカ系アメリカ人による」公民権運動が発端
です。 
1964年に公民権法が発令されて、「雇用機会均等委員会」
の設立や「積極的差別の是正措置」等が、展開されまし
た。歴史的には当初、人種や性別等、「特定の属性に対
する差別」に限定して議論が進んでいました。 
しかし現在では、その状況から大きく発展し、職務経験
やライフスタイル等、内面的な要素を含む“あらゆる属
性の共存を目指す概念”として定着しています。また、
国際的にも市民権を得ている概念である為、社会的要請
に応えると言う意味でも、軽視できない大切な視点とな
っています。 
 
ところで、ロータリーが重要視している「多様性の価値」
についてですが、実に興味深い研究があります。これは、
ある実験の結果から導き出されたものですが、飛切優秀
なトップ数パーセントの人達で作ったチーム A とラン
ダムに集めて作ったチーム B、先ず、この二つのチーム
を構成しました。その上で、両チームに同じプロジェク
トを遂行させます。当初これは、「如何にして優秀な人
達で構成したチーム A が勝利するのか」を測定する為の
実験でした。ところが、結果は意外な事に、何度も何度
も「ランダムに集めた人達で構成したチーム B」の方が、
勝利を収めてしまいます。 
そこで、このチーム B の勝利データを、無視する訳にも
いかない為、ずっと溜めていき検証したところ、一つの
結論が導き出されました。 
それは、「多様性が能力に勝る定理」と呼ばれるメカニ
ズムで、次の 4 つの条件が満たされれば、ランダムに選
ばれた参加者の集団は、個人で最高の参加者からなる集
団より、良い出来を示すとされています。 
① 問題が難しい事 
② 参加者が自身の局所解を一つ以上提示出来る事 
③ 参加者毎に解へのアプローチが異なり、多様であ

る事 
④ 集団のサイズが大きい事 
ちなみに、この結果が生じる理由は、集団に於いて多様
な人が数多く集まると、観点・ヒューリステック・解釈・
予測モデル等の問題解決ツールが増える事から、問題を
正しく解決できる可能性が高まるのだと考えられます。 
 
国際ロータリーは「DEI」に関する声明を採択し、多様
性の価値を重要視していますが、その理由が、この研究
からも、良く理解できるのではないでしょうか？ 
 
 

◎幹事報告 

・本日はございません。 
 
 
◎委員会報告 
・本日はございません。 
 
 
 
 
 
 
 

◎2023-24 年度地区大会 PR  
 

国際ロータリー第 2660 地区 
地区常任幹事 北井 雄大様 
地区常任幹事 木田 昌宏様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

◎10/11 卓上花 
  
コスモス ········ 乙女の真心 

 
とうがらし ······ 旧友 
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 ◎ガバナー公式訪問  
国際ロータリー第 2660 地区  

ガバナー 延原 健二様 
 

 

私たちロータリアンは「世界を変える行動人」です。
自信と誇りを胸に、希望を生み出し、希望あふれる 1 年
にいたしましょう。 
 
 
◎ニコニコ箱報告 
・入会記念内祝   山田君（入会 1 年になりました。今後

ともよろしくお願いしま

す。） 
・創業記念内祝   浦中君（創業記念のお祝ありがとう

ございました。おかげ様で

30 年を迎えました。これか

らも精進して参ります。） 
・2660 地区 延原ガバナー、2660 地区 常任幹事 北井
様、木田様、ようこそ高槻 RC までお越し下さいまし
た。                   石田君 

・延原ガバナー始め、北井常任幹事、木田常任幹事をお
迎えして。本日は当クラブにご来訪下さりありがとう
ございました‼              河合君 

・延原ガバナー様、本日は貴重なお話を頂き有難うご座
居ました。                松下君 

・延原ガバナー、木田常任幹事、北井常任幹事、高槻 RC
へようこそ！地区国際社会奉仕委員会シンガポール
国際大会推進委員会大阪地区ナイト準備チーム、いつ
もお世話になりありがとうございます。   西本君 

・延原ガバナー、高槻 RC に公式訪問ありがとうござい
ました。又、皆様にご協賛頂きいよいよ青銅祭を 11
月 5 日に開催します。ありがとうございます。浦中君 

・延原ガバナー、木田常任幹事、北井常任幹事、ようこ
そ高槻にお越し下さいました。ご指導賜りますよう宜
しくお願いいたします。          内本君 

 

              本日の合計   ￥  40,000-  
    7/1 よりの累計   ￥ 672,000-  
 

◎R 財団への寄付（年次） 
河合 一人君 ￥ 5,000- 松下 浩章君 ￥ 5,000- 
西本恵美子君 ￥10,000- 

 
本日の合計   ￥   20,000- 

         7/1 よりの累計   ￥  290,000- 

一人当たり平均      ＄43.48 
 

◎R 財団への寄付（ポリオ） 
浦中 郁文君 ￥ 5,000- 内本  繁君 ￥ 5,000- 

 
本日の合計   ￥   10,000- 

         7/1 よりの累計   ￥   40,000-     
           一人当たり平均       ＄5.99 
 
◎米山奨学会への寄付  

 
本日の合計  ￥      0- 

          7/1 よりの累計  ￥  195,000-      
                会員より  ￥   80,000-      
               ｸﾗﾌﾞより    ￥ 115,000- 
                  一人当たり平均   ￥   4,239- 
 
◎青少年育成基金への寄付 

 
本日の合計  ￥        0-      

7/1 よりの累計  ￥   25,000- 
 

 

 

 

 

 

コロナのパンデミック、ロシアのウクライナ侵攻。世
界のいたるところで、分裂、分断が進んでいます。孤独
に怯える人がいます。傷つき悲しむ人がいます。多くの
人々が支援を望んでいます。今こそロータリーの真価が
問われています。 
 
2023-24 年度 ゴードン R. マッキナリー RI 会長の

テーマと強調事項 
テーマ ：「世界に希望を生み出そう」 
強調事項：平和の推進（人道的支援）とメンタルヘ

ルスへの取り組み 
 
ガバナー方針として、RAC にポリオ根絶に向けたイベ

ントを依頼しています。ロータリーファミリーも協働し
ます。SNS 発信して若い人の共感を募り公共イメージ向
上に繋げたいと思います。10 月 22 日（日）に YOLO BASE
にて開催。イベント名は END POLIO NOW チャリティ ハ
ロウィンパーティーです。ご支援、ご協力をお願いいた
します。若い人、若いアイデア、考え、価値観を多様に
取り入れ、若い人にリーダーとしての機会を提供する。
ロータリアンが若い人たちをインクルーシブに受け入
れる。このイベントが、特に年齢という観点から当地区
における DEI 推進のきっかけになればいいと思ってい
ます。 
 
マイロータリーの登録をお願いします。アップデート

な情報、ロータリアンとして必要な情報をマイロータリ
ーから得て今後の活動に活かしてください。100 万人以
上の会員を有するロータリーです。マイロータリーを通
して世界の人と繋がってください。 
 
会員の積極性を促しクラブ活性化を図りましょう。地

区内全クラブのロータリー賞受賞を目指します。ご協力
ください。 
 
地区ビジョンには、若きリーダー育成を謡っていま

す。ライラセミナーは、若い人々の中にある指導者とし
ての資質を啓発するとともに、青少年としての知識と技
術向上を目的としたプログラムです。皆様方のお知り合
いをライラセミナーに参加してもらい、ロータリー精神
をもった若きリーダー育成に一役買ってください。宜し
くお願いいたします。 
 
大阪・関西万博関連事業実行委員会は、国内外のロー

タリアンとの交流・情報交換の機会を提供するため、当
地区内のクラブに、地区ナイト、フェローシップ拡大例
会の開催をお願いしています。他にも、地区内ロータリ
アン経営の飲食店や小売店、宿泊・観光施設を紹介する
グルメマップを作成し、来店したロータリアンに特別サ
ービスを提供する企画も計画中です。ご協力、ご参加を
お願いいたします。 

 
 
 


